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おとの病理検査結果 2006 年 9 月 6 日

病理組織学的診断：悪性リンパ腫(Malignant lymphoma)

摘要：びまん性中細胞型の悪性リンパ腫が認められました。

皮下脂肪の細胞組織内を小型腫瘍細胞が特定の配列をとらずにびまん性単調に増殖しています。核

小体明瞭で多角性の著名な腫瘍細胞の核は、混在する貧食細胞の核とほぼ同じかわずかに大きい中

細胞性で、脳染する細胞質を有しており、核分裂像が散見されています。検索した細胞片にはリンパ節

の構造は認められず、腫瘍細胞で置換されて固有構造の完全に破壊された鼠径部リンパ節もしくはリン

パ節からの直接浸潤巣が得られていると考えられます。

腫瘍細胞の増生は切除縁に達していますので、局所で再発する可能性があります。多中心性の可能

性もありますので、脾や骨髄を含めた前進のリンパ系組織をご精査いただくとともに末梢血もご確認くだ

さい。

悪性リンパ腫 20 倍

皮下の脂肪織内を小型腫瘍細胞が特定の配

列をとらずにびまん性単調に増殖

悪性リンパ腫 400 倍

核小体明瞭で多角性の著名な腫瘍細胞の核

は、混在する貧食細胞の核とほぼ同じかわずか

に大きく、濃染する細胞質を有しており、核分裂

像が散見される


